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(4)出土土器・陶器

(a)出土土器の土器組成と特色

はじめに
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土器組成については宮ヶ瀬遺跡群の各報告書で遺構毎に土器器種の数祉について報告されているが、この

小税では杯類 ・甕類について型式や種別の検討を加え、相模国域内の遺跡と比較 ・検討を加えるものである。

宮ヶ瀬遺跡群における各杯類 ・甕類における総点数、総璽温、総推定個体数は第1表の通りである。第2表

は宮ヶ瀬遺跡群のうち宮ヶ瀬地区の遺跡を中心とした竪穴住居址44軒を対象とした出土土器を分類した統計

グラフである。分類方法として土師器は相模型、武蔵型、甲斐型の各型式及びロクロ土師器とし、その他は

須恵器 ・灰釉陶器とした。器種は杯類と甕類を取り上げ、破片汽料を含めた全出土土器について点数別 ・重

砿別 ・個体数別に数値を出し、さらに破片査料も扱うため9世紀代と10世紀代と時期を大まかに区分した。

なお、推定個体数は重菰を基にして平均重砿で割り出す方法と、口縁部などの破片から推定した方法もあり、

方法の上で不統一な点があるため若干信憑性に欠けることを考慮しておかなければならない。

器種

時期 破片点数

9世紀代 767 

10世紀代 489 

9C代坪分類

,oc代坪分類

第 1表 出土土器の総点数・総重玉 ・総個体数

坪 類

破片重量(g) 推定個体数 破片点数

8411 152 17281 

34OO 105 7297 

第2表 9 ・ 10世紀代の土器組成比率
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坪類の分類比率について

9世紀代と10世紀代における杯類の分類を比較すると次の点が指摘できる。 1)両時期ともに須恵器杯の

割合が過半数以上を示し、特に10世紀代では重屈で7割近くとなり、相模国域にしては比較的多い割合を示

す。2)10世紀代に土師器武蔵型杯が見られなくなる。3)9・ 10世紀を通して甲斐型土器は1割前後見られ

るが、 10世紀代の方は重証的に減少している。4)全体を総括すると相模裂が3割強で、搬入土器が6割強

である。以上の4点を踏まえた上で、特に須恵器杯と甲斐型杯について検討してみたい。

譴恵器杯

宮ヶ瀬遺跡群における須恵器杯は9世紀代に重祉5割弱、 10世紀代に重址7割弱を占め、相模国域の遺跡

にしては多い割合である。この時期は相模型杯が主体を占める時期に当たっており、相模原市の遺跡を除く

相模国域の集落では相模型杯が国府域においても主流であった。9世紀第2四半世紀から南多摩窯踪群の生

産が軌道に乗ると、相模国域でも須恵器杯の需要が増えたが、相模原市の遺跡以外は須恵器が主流になるま

で搬入されなかった。

相模国域における須恵器杯の割合は各地域によって異なることが報告書等で指摘されてきた。須恵器杯の

割合が多い遺跡としては相模原市周辺があげられ、橋本遺跡や矢掛・久保遺跡で見られる。橋本遺跡は相模

国と武蔵国の国境付近に位爵し、南多摩窯跡群から至近距離にある。同遺跡の竪穴住居址から出土した須恵

器杯の割合は、杯の総点数に対して9世紀代に8割、 10世紀代に9割を示し、杯の総重量比で9世紀代に9

割弱、 10世紀代に9割強と須恵器が圧倒的な割合を占める（土井1986)。また、橋本遺跡に近接する矢掛 ・久

保遺跡では10世紀前半期に須恵器がほとんどを占めることが報告されている （柳谷 博1989)。相模原市は

南多麿窯跡群に隣接しているという地理的条件によって須恵器を多祉に搬入できたと考えられ、杯に関して

いうと土師器よりも須恵器が多い割合を示している。

逆に須恵器杯の割合が少ない例としては、秦野市の西大竹尾尻遺跡群や草山遺跡、平塚市の向原遺跡の相

模国西部内陸部をあげることができる。西大竹尾尻遺跡群では9・ 10世紀代の土師器杯 ：須恵器杯の割合が

10: 1であると報告されており、草山遺跡でも須恵器杯が少なく相模型杯が圧倒的な割合を占めることが報

告されている 。 また、向原遺跡では、搬入土器の須恵器 ・ 灰釉陶器 ・ 緑釉陶器 • 他国土師器は全杯址の約18%

にすぎないことが報告されており、その中に含まれる須恵器の割合は少ないことがわかる。

須恵器と土師器との割合が半数ずつを示す例としては一時期的な現象であるが、綾瀬市宮久保遺跡があげ

られる。同遺跡では8~9世紀前半までは相模型杯が9割以上を占めて主流であったが、宮久保VIlI期(9世

紀第3四半期）頃は須恵器杯と土師器杯の個体数祉がほぼ同じ割合になって、それ以降須恵器は 1割前後で

推移して減少する傾向が見られた（長谷川1990)と報告されている。

宮ヶ瀬遺跡群の土器組成は、搬入土器が6割強あり、その搬入品の中でも須恵器が杯全体の5割の割合を

示している。こうした傾向は相模原市にある須恵器の割合が多い遺跡と近い傾向を示していると考えられる。

②甲斐型坪

搬入土器の杯において、甲斐型土器は相模国域では少なからず出土していることが多くの遺跡から知るこ

とができる。甲斐型杯を出土した遺跡を地域別に表したのが第3表であるが、国府域の平塚市が圧倒的な出

土例を誇っており、それに付随して相模湾沿岸部に出土例を見ることができる。こうした状況について、田

尾誠敏は甲斐型杯の出土分布から相模湾沿岸や相模川 ・花水川流域等の河川流域に集中していたため、東海

道の陸路よりはむしろ河川及び海路の流通経路を想定した（田尾1995・ 1997)。1992年の田尾誠敏による甲斐
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型土器の出土遣跡一覧から10年経過し、出土例が増加して秦野市 ・伊塾原市 ・清川村において甲斐裂杯が出

土する遺跡が増加した。この状況からすると駿東からの海路や相模国内での河川経路のみで考えることには

限界が見られるのではなかろ うか。 後述するように少なくとも甲斐塑甕については、遣跡分布の上で陸路を

想定しなければならない状況が見ることができる。宮ヶ瀬遣跡群の甲斐型杯は杯の中で9世紀代に1割程度

の比率で使われており 、相模回域の遺跡にしては出土比率が多く、図示された遣物についても40例ある。た

だし、細かく見ると 9世紀前半から中葉までが多く 、それ以後は減少している。

甕類の分類比率について

甕類の分類に基づく特色として次の点があげられる。 1)地元産と考えられる相模型が主体である。2)

第3表 甲斐型土器出土遺跡一覧

巾.,ぷ可 ；冒均；公 応 布 ml 1 ’’‘“' 誌 羽釜 市Ill., 潰踪名 L 哨 111] --lヽヽ" 因 羽釜
1/、lll!M市 ごツ伐遺路(̀!） 35 伊勢原市島l之竹j遺跡 2 

In"iP,:•ンは遺紐 4 I!0頃， ：人仕遺U

＇ 矢代遺跡 1 咳II縞遺跳

＇ T・ft光涵端遺跡 1 池這地区遺闊自 4 

＊“;11:燐遭片 ， 鳴瀬窮 ロ`・ 18 
＊塚下り1l11遺跡 23 厚木市 鳶尾遺跡 13 1 

＇ 
1 

千代耐阻遭踪笈"¥I地点 2 •1i!名沖駄選窃 5 
高8]北之絹遺躊;n1地点 1 &III究ノ西遺鉢 3 
下＂孜遺跡 8 及/11/1.白潰統

＇ 一宮町 天神谷F遭9、 22 愛甲f,l1J』遺鯰 4 
大磯町 馬場b遺跡 1 愛1p打渭遺跡 4 

坊過遺跡 1 卜伏野Il』中凛鉢 1 

雨仮宿遺踪 ＊ 1'19fぬl遺跡 1 
平 塚市 四ノ宮高t^弁遺鯰 31 涵老名市l：浜田遺約 5 

四ノ1{1113':A遺跡 15 3 ＊鰐遭跡 20 
四ノ官III壬8遺鯰 ， 本讀叩谷祁池嬬遺“ 1 
四ノ宮諏訪煎遺『＃ 5 ...9‘I;9)原遺鉢 7 
四ノ宮撞訪n!A遺跡 21 1 大谷口は遺跡 1 
四ノ官肩はmnB遺跡 6 "}分尼守北方遺跡 46 
四ノ宮諏訪n!C遺跡 10 四”"＂↑ 宮久依遺緯 1 
四ノ宮沢沖，"遺ぃ 102 ．iし/II域山地区這閲訂 3 
四ノ宮下，氾遺跡 17 ぬ27遺跡 ＊ 

神明久依遭鉢 52 1 rXIIm 深凡神It.Iii遺林 1 
六ノK遺9与 17 "ii釈1!跡

＇ 十七ノは遺枯 I 相頃原市Ir1名hilFi山遺肛 1 1 
19漕圧愈•四／域遭％m侵；｀ ＊ 矢ほ・久保遺貯 2 
中ばI:布遺鉢 42 Ill名1l11U遺跡群 ， 
坪ノ内這鯰 6 1 籐針町 嵯峨遺鵡 l 12 3 3 
揖谷~iB遺9各 2 樟『ik割H遺鉢 2 
中里B遺跡 3 大Hffば(h9(9)遺踪 3 
王子ノ台遺鵡 6 2 下ヽ Iヽi'CI遺跡 ＊ 

向級遺跡 12 1 n代,,ヽ（遺跡 壽

介U届i遺闊 ． 津久井町 tt恨馬演遺玲 4 6 

只mJt<i:t＂遺跡 62 ；ャ木遭鴇 2 2 
”木辺遺跡 18 10 ＂枇 JIILI漬鯰

＇ 七ノ蟻遺跡 3 寅樹91コヴ校地内遺訪

＇ 遭 kャ(c遺鉢 2 太井a遺鵠 2 
ほ（・1句A遺踪 5 城山町 991尻9"吋遺跡 1 
け荷前B遺蒻 2 川尻遺鯰 1 
大会臥遺葛 1 震川町 ギぶし同駁遺闊 3 
林B遺跡 1 半貶訊巾ば遺鯰 I 
東中肛遺跡 1 和II~ 北ば（心11)遺鯰 3 
鳩之内遺跡 42 2 屈鳩(..6)遭訪 5 

障野市 “IIi遺跡 35 2 糾場（ぬ3)遺跡 1 
AlU心2い員給 12 馬鳩（心6);Jlr.,;(2) 2 
太岳院遺跡 ． 州（11>2)遺跡 7 1 I 
尾尻八幡山遺跡 1 北絹（ぬ10)遺訪 4 3 
尾尻八幅悼9tam遺跡 7 l 衷の凩載（出8)潰躊 7 4 
恨丸＆遺跡 ＊ 北級（ぬlO・ll)遺跡 2 
9C疇遺跡 1 I "＂n;r・i 南鍛冶山遺跡 2 
下大槻峯遺肱 12 2 茅ヶ綺布 西久保，KI町・広町遺跡 11 3 
凶火竹尾尻遺躊 10 量ド町吊石9!B這跡 5 
鯰ノ木潰9各 4 l：ノ員（潰9鼻 2 

|＂` 劣原 rr9東大竹遺跡 3 2 ド、WIeJI(9i遺貼 1 
沼f.l清水谷遭鯰 ＊ ぼ言巾 1b比 9 浜•,,世織l!l隕：旭遺9冬 35 
沼ll天王は遺跡 2 只谷ヽ fヽn術遺鉢 2 
坪ノ内久「1ヽ？遺籾 ． 逗子市 池（-ill跨 32 
L.m ヤ•太夫遺紐 ＊ ャャ谷台玲遺鉢

, 
m,菖登り道遺跡 ＊ ヽ ＇ 及井町内只遺肱 4 
駈芦＾雲殿遺跡 ＊ 大町谷東遺跡 2 
神戸． l：裕遺鯰 10 馨匝潰請 ． 
坪ノ内宮／闇遺9か 8 合計 1090点 1010 8 20 38 ， 4 l 
JI(宣閾北竺関遺跡 4 岱種組成率 ぅ2.乃 o. 7% l.8l 3.51 0.81 O.d 0 .1~ 
」．粕H遺跡 2 

米杯の損1こ＊印のある遺跡は田i€誠i 1992 印誓文によったが文献で数値を碍認できなか.,た遺跡である。
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搬入土器は武蔵型、甲斐型、須恵器であるが、直批で見ると 1割強となる。3)甲斐型亮が図示報告8点、破

片行料を含めると、総点数39点、総重祉524g、個体総数9個体あり、他地域に比べ比較的多く出土してい

る。以上の3点を踏まえて搬入土器である武蔵型甕 ・須恵器甕及び甲斐型甕について検討してみたい。

①武蔵裂甕 ・須恵器甕

搬入品である武蔵型甕及び須恵器甕は、相模国域の遺跡ではある程度の割合で出土する土器である。武蔵

型甕は破片数や狐屈で見ると 3~5％程度であるが、個体数で見ると 9世紀代に2割弱、10世紀代に 2割強

を示しているが、実の総重荒において 9世紀代に4558gより10世紀代に1916gと大幅に減少している。これ

は、武蔵型甕のうち台付小形亮が比較的多く出土しているために起こった差違と考えられる。宮ヶ瀬遺跡群

では相模型甕が主体的な煮炊具として位置づけられ、武蔵型甕は補完的に使用されたものであり、相模国域

集落とほぼ同じ傾向にあるといえる。

須恵器甕は9世紀 ・10世紀代ともに 1割以下を示し少ない割合を示している。須恵器甕は大甕の貯蔵具で

あり 1個体の重屈は土師器甕に比して数倍もの差があることを勘案すると少批の使用であったと考えられる。

須恵器甕は住居の片隅に置かれた水甕であり、壊れる確率が少ないことや住居址に一つ存在すれば充分な容

器であるため、搬入品としては数最的に少なかったと考えられる。

②甲斐型甕

甲斐型甕は破片点数、須屈、個体数のいずれをとっても 9世紀代で3~5％程度であり、 10世紀代でも

1 ％以下の比率で少ない傾向にある。また、その具体的な数値は破片点数で39点、重祉で524g、個体数で

9個体ある。消川村宮ヶ瀬において甲斐型甕が出土するという点は注目に値する。甲斐型土器の器種として

は杯が主体を占めている点については田尾誠敏の見解通りである（田尾1995)が、微少ながらも甲斐型甕が出

土することは煮炊具としての甕という器種の特性から流通経路の再検討が必要になると思われる。

相模国域で甲斐型甕が報告されている遺跡を第3表に示したが、その分布をみると藤野町、津久井町、 厚

木市、伊勢原市、秦野市とな り、そして清川村宮ヶ瀬になる（第1図）。 第1図から道志川流域、桂JIIから相

模川上流に至る流域、そしてかなり南に離れて草山遺跡、下大槻峯遺跡、王子ノ台遺跡、向原遺跡の4遺跡

が近距離でかたまっている。宮ヶ瀬遺跡群では、 南(No2)遺跡で 1点、北原(NolO)遺跡で3点、表の屋敷

(No8)で4点の計8点が報告されている（第2図）。 相模湾沿岸部で甲斐型甕を出土している遺跡は小田原市

国府津三ツ俣遺跡の 1点を見るのみである。田尾誠敏は灰釉陶器を含めて甲斐型杯の搬入経路は海路である

とし、甕については言及していないものの基本的には海路を甲斐型土器の搬入経路と考えているようである

（田尾1995、1997)。しかし、道志／l|を含めた相模川上流域や宮ヶ瀬地区の甲斐型甕の出土例は相模川を遡っ

てきたと考えるよ りは甲斐国から下る陸路ないしは河川路を想定した方が自然であると考える。現在のとこ

ろ、甲斐型甕の出土する遺跡は相模の山間部及ぴ丹沢山塊縁辺の一地域であり、国府域を流通拠点とするな

らば、国府域に甲斐型甕が出土しないことは不可解といわざるを得ない。この状況を捉え直すと甲斐国から

相模国への道を考えた方が穏当であると考えられる。

道として考えられるのは、甲斐国から都留市と大月市を抜ける桂川沿いの道や籠坂峠を越えて須走を通り

東海道へ出る道などが考えられよう。この2ルートのう ち桂川沿いの道が甲斐型土器の出土状況から理解で

き、相模型杯 ・甕や武蔵型杯 ・甕等の甲斐国域の郡内地区における都留市や大月市等の遺跡の検討から甲斐

型土器の流通経路と して捉え直す必要があろう。

また、平安時代前半には富士山の火山燈発があって道が寸断された時期がある。日本紀略の延暦21(802)
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年5月19日の記事によると富士山の噴火によって足柄路を廃して、笞荷（箱根）途を開くとある。8~9世紀

にかけて盆士山の火山活動は激しく、火山灰や溶岩流などによる被害が多くの記録に見られる。考古学的な

調査においてもこの頃の富士山の火山灰は把握されており、こうした自然災害によって、交通ルートが変更

されたことも考慮していかなければならない。ただ、先の足柄路は翌延暦22(803)年に復旧している。

ところで、藤野町周辺について国境問題がある。甲斐国と相模国が接する「国堺」に関して争い、中央政

1.大日野原（ケッすね）遺跡 2.嵯峨迫跡 3.杷戸中原迫跡 4.篠原大割目追跡 5.三ヶ木迫跡

6. 宵根隅渡・引山遺跡 7. 胄根中学校地内遺跡 8.宮ヶ瀬坦跡群 9. 鳶尾迎跡 JO. 草山遺跡

II. 下大槻峯遺跡 12.王子ノ台迫跡 13.向原遺跡

第1図 甲斐型甕出土遺跡位置図
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府から「使いを遣わして甲斐国都留郡□留村束辺砥沢を定め、両国堺となす。（日本後紀延暦16(797)年3月
2日）」とあり、「砥沢」より東を相模、西を甲斐とした。この件については河野喜映の論考があるが、「砥

沢」がどこに比定されるかが問題となり、神奈川県藤野町の「名倉沢」（磯貝2001)や 「底沢」（河野2000)

等が比定されている。仮に藤野町が甲斐国域であるならば、藤野町に点在する遺跡の甲斐型甕は地元生産の

産物であると考えられるが、山間部の他遺跡はやはり陸路を想定する必要があろう。

まとめ

宮ヶ瀬遺跡群の土器組成からその特色を検討し、近隣遺跡との比較を試みた。この小稲で甲斐型甕の搬入

経路について一つの提言を試みることができた。今まで甲斐型土器の搬入ルートとして海路 ・河川のルート

が華本的な見解であったが、甲斐型甕の出土遺跡についてその分布を見ると山間部と草山 ・下大槻峯 ・王子

ノ台・向原各遺跡のまとまった分布が見られ、甲斐国からの陸路を推測した。今後、汽料的な蓄積を積み上

げて更なる検討を加えていきたい。最後に、この小稿に対し冨永樹之、河野喜映の各氏をはじめ、多くの

方々にご教示をいただいた。お礼申し上げる。 （木村 尚二）
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(b)出土土器 ・陶器の時期区分と様相

はじめに

宮ヶ瀬遺跡群の各遺跡で出土した奈良 • 平安時代の土器 ・ 陶器の年代は報告由に示されているが、遺跡群

の全体を対象とした視点からの検討はされていない。 奈良 • 平安時代の研究プロジェクトチームでは平成16

年度に宮ケ瀬遺跡群の集落の検討を行う予定であるが、そのために出土した土器 ・陶器を区分してその様相

と年代をまず明らかにすることが必要となる。

検討は基本的に遺構内出土のものを対象とし、遺物数が少ない時期は遺構外から出土したものも対象とし

た。これらの出土品について遺構内での出土状況を検討し、各遺構に確実に伴うと判断された遺物群は同時

存在とした。次いで、出土数が比較的多い土師器と須恵器の供膳形態である坪 ・椀等を利用して、遺物群の

前後関係や時期・時代を検討した。この際に今までの研究いや遺構の重複による新旧関係を参考にした m。ま

た、宮ケ瀬遺跡群の報告書では多くの場合、遺構内出土逍物の出土位置が点で平面図中に表示され、断面圏

中の点と会わせることによって三次元的な出土位置を復元できるようになっている。これを利用して重複竪

穴のそれぞれに所属する遺物を確定できた例もある (3)。前後関係・時期等が決まってから、同時存在の他の

器種を付加して時期別の土器の集成図を作成した u)。なお、各時期にあてはめられない逍物で宮ケ瀬遺跡群

を考えるのに必要と思われるものを各図の最後にまとめた。

時期区分と各期の様相

I期 （第3図）

古墳時代の伝統を受け継いだ土師器と東海地方産の須恵器からなる時期。宮ケ瀬遺跡群では土師器だけが

出土した。相模川下流域の同時期の遺跡では東海地方産の須恵器の椀等が共伴することが多い。

時期は7世紀末から 8世紀第1四半期。図示した遺物は竪穴住居2棟と遺構外から出土したものである。

土師器杯と土師器甕からなる。 1・ 2は杯で、外面の口縁部と底部の境には稜がある。3・ 4は長胴甕、

5は胴張甕。甕の外面は全てヘラケズリ調整されている。

I1期 （第3図）

奈良 • 平安時代の相模国に広く分布する相模型杯が成立する時期で、宮ケ瀬遺跡群の周辺では土師器甕に

は古墳時代の伝統を引いたものが多くみられる。I期と同じく東海地方産の須恵器椀などが搬入されること

が多い。宮ケ瀬遺跡群では土師器だけが出土した。

時期は8世紀第2四半期前半で、固に用いた遺物は全て遺構外から出土したものである。

土師器杯と土師器甕からなる。6は内外両面が赤彩された盤状杯で、高座郡北部から武蔵国多摩郡中西部

に多くみられるもの。7は相模裂杯で、体部の下端がヘラケズリされた平底のもの。法屈は推定復元。8は

甕の口縁部端部、 9は土師器長胴甕で、外面に縦方向にヘラケズリ調整されている。

m期（第3・ 4図）

相模川流域一帯では相模型杯と甕が主体となり、多摩丘陵に近い高座郡北部や愛甲郡では南多摩窯跡群御

殿山窯で生産された須恵器杯が多く伴う時期。宮ケ瀬遺跡群ではこの時期に各地から搬入された土器 ・陶器

が目立ち、武蔵南部や甲斐からは土師器杯が、武蔵北部からは須恵器坪 ．椀・蓋等が搬入されている。土師

器甕は主体の相模型の他に武蔵型甕もみられる。相模型杯は口径12cm前後、底径はその1/2以上の箱型のも

のである。須恵器杯は底部外面をヘラケズリ調整するものはなく、全て回転糸切り痕が残っている。須恵器

椀の底部外面はヘラケズリ調整されている。
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時期は 9世紀初頭～同第2匹半期前半頃と判断され、図に用いた遣物は竪穴住居9棟と土坑1基から出土

したものである。御殿山窯の須恵器はG37号窯式のものにあたる。

10~23 ・ 37~52は土師器、 24~36は須恵器。10~16は相模型杯で、 10~12は胎土が軟質、 13~16は硬質

である。 11は内外両面が赤彩され、 14・ 15 ・ 17 ・ 18の内外には油煙が付着している。 15の底部外面には「寺」

が墨店されている。17は南武蔵型杯で、 18は製作技術が17と同じだが胎土に砂が多く混じり産地が異なる。

19は北武蔵型杯で内面に暗文がみられる。 20~22は甲斐型杯で、20の体部外面には横位のヘラミガキが施

され、底部外面中央には木製工具による静止ヘラケズリ痕が残り、削出高台の両側は回転ヘラケズリされて

いる。 20と21の見込部に暗文はみられない。また、底部外面には「村」「十万」がそれぞれ墨晋されている。

23は内黒土器。 24-26・ 32 ・ 35は御殿山窯の製品で、 27・ 28は胎土が精選され焼成のよいもので生産地は不
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明。 29~31・ 33 ・ 34 ・ 36は南比企窯の製品。24~31は杯で、底部外面にはヘラケズリは認められない。32~

34は蓋、 35・ 36は椀で、 35の底部外面は外周が静止ヘラケズリされ、 36は底部外面の全面が回転ヘラケズリ

されている。37~47は相模型甕、 48~52は武蔵型甕。37~42は長胴甕で、 41・ 42は口径がやや小さい。43・ 

44は胴張甕でやはり口径に大小がある。45は小形甕、 46・ 47は相模型甕の底部で、径は 6cm代。

40 ・ 42のように相模型甕で内面にハケメを多く残すものは少ない。武蔵型甕は「く」の字状の口縁部が主体

だが一部には51のように「コ」の字状のものもみられる。35・ 52は破損した上端部を磨いて再利用されてい

る。

N期 （第5図）

相模川流域の海岸部山寄りの遺跡では土師器や須恵器の様相はm期と変わらないが、宮ケ瀬遺跡群では搬

入品に変化がみられる。南武蔵や甲斐から土師器杯が搬入されるが、その数は減少する。須恵器は武蔵北部

の南比企窯産のものはみられなくなり、ほとんどが御殿山窯の製品となる。相模型杯は口縁部が外反するよ

うになり、口径がllcm代と最も小形のものが現れる。土師器甕では相模型が主体となっているが、図示でき

なかったが武蔵型甕もみられる。また、この時期に灰釉陶器が伴うようになったと思われる。

時期は9世紀第2四半期後半から同第3四半期にかけてで、図に用いた遺物は竪穴住居7棟と礎石建物 1

棟から出土したものである。御殿山窯の須恵器はG37号窯式からG59号窯式のものにあたる。

53~57は相模型杯であり、 57の体部外面にはヘラケズリがみられないが胎土は相模型と同一で製作技法を

省略したものと思われる。底部外面には「寺」が提瞥されている。58・ 59は南武蔵型杯で、 58の内外両面に

は油煙が付着している。60は甲斐型の土師器杯で、 61~64は須恵器杯である。 65~69は相模型甕で、 65~

68は長胴甕、 69は小形甕である。

V期 （第6図）

相模川流域の平野部一帯の遺跡では相模型土師器杯や甕が主体を占めるが、宮ケ瀬遺跡群では相模型土師

器杯が極めて少なくなり、坪 ．椀といった供膳形態は御殿山窯産の須恵器が主体となる。土師器杯には甲斐

から搬入されたものもあるが、数は多くない。土師器甕には相模型と共に武蔵型もみられる。

時期は9世紀後半で、図の遺物は竪穴住居3棟から出土した。須恵器はG25号窯式を主体とする。

70は甲斐型の土師器杯。71~76は須恵器で、 71~74は杯75~76は椀である。75はG59窯式で伝世品と思わ

れる。77~80は相模型の長胴甕。80の底径は5.8cm。81・ 82は武蔵型の台付甕。

VI期 （第6図）

宮ケ瀬遺跡群では前のV期と同じように杯・椀などの供膳形態の主体は須恵器が占め、煮沸形態の甕は土

師器となっている。土師器杯は客体的に存在し、相模裂・甲斐型の両方がみられる。須恵器は御殿山窯産の

ものが主体である。灰釉陶器は確実な共伴例はみられなかったが、伴出すると思われる。土師器甕は相模型

が主体となっていて次いで武蔵型がみられる。また、甲斐型の甕もみられるが、数は多くない。

時期は 9世紀末から10世紀第 1四半期にあたり、図の遺物は竪穴住居4棟から出土したものである。御殿

山窯の須恵器はG5号窯式前半代にあたると思われる (Slo

83 ・ 84は相模型杯。85は甲斐型杯で、体部の外傾が強くなる。86~93は須恵器。86~90は坪で、口縁部が

肥厚して外反する。89・ 90のように大振りの杯が現れる。86の外面には 「六方」の墨書がされている。89の

内面には焼成時の降灰が顕著にみられる。91は高台付椀、 92は高台付皿で共にvn期にもみられる器形である。

92の内面には「人」が墨書されている。 93は蓋で、この時期にはほとんどみられなくなるもので、伝世品の
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可能性がある。 94~98は相模型甕で94~97は長胴甕、 98は小形甕である。96のように内面にハケメ痕を残す

ものは少ない。97の底径は5.8cmである。99・ 1()()は「コ」の字状の武蔵型台付甕。101は製作技法が99と同

じであるが胎土が異なり、生産地が異なっている可能性がある。102台付甕の台部で、胎土は101に同じであ

る。 103は甲斐型の甕の口縁部である。

VII期 （第7図）

宮ケ瀬遺跡群では前のVI期と同じく杯・椀などの供膳形態の主体は御殿山窯産の須恵器が占めているが、

灰釉陶器の椀が確実に共伴するようになる。土師器の供膳形態では相模型杯・皿、そして甲斐型杯が少数な

がらみられる。相模型杯は体部外面に手づくね痕を大きく残す最終段階のものが主体となる。煮沸形態の甕

は土師器で、従来からのものと伴って武蔵型甕の変質した厚手の甕がみられるようになる。甲斐型の甕もみ

られるが、数は少ない。この他に御殿山窯で生産された須恵器の壺や甕も伴う。

時期は、 10世紀第2四半期から中葉にあたり、図の遣物は竪穴住居4棟から出土したものである。御殿山

窯の須恵器はG5号窯式後半にあたると思われる (6lo

104 ・ 105は相模型杯で、底部が丸く小さくなる。体部外面にケズリ残しがみられるが製作技法の簡略化が

目立つ。106は土師器皿である。 107・ 108は甲斐型杯の系統の土師器杯で、体部内面に暗文が施されない。

109~112は須恵器杯で111・ 112は大振りのものである。113・ 114は灰釉陶器椀で、 113は黒笹90号窯式、 114

は折戸53号窯式である。 113は伝世品と思われる。115から118は相模型甕で、 115・ 117は胴張甕、 116・ 118 

は長胴甕である。119・ 120は武蔵型の台付甕で、 120は「コ」の字状の口縁部が変形し、匝い胎土となって

いる。121は武蔵型甕の影響下で多摩丘陵周辺でこの時期に製作されるようになった外面を縦方向にヘラケ

ズリする厚手の土師器甕の胴部である。122・ 123は甲斐製の甕で、 122は小形甕、 124は底部である。124・ 

125は須恵器で、 124長頸瓶の底部、 125は甕の胴部で共に御殿山窯の製品である。

珊期 （第7図）

平安時代後半に比定されるロクロを用いて製作された土師器・土師質土器の時期を珊期として便宜的にま

とめた。実際には126・ 127 ・ 128の各土器の年代はずれていて各土器を別々の時期に分割することもできる

が、資料が限られるので一つにまとめた。3点とも壁に付設されたカマドがある竪穴住居から出土している。

126は三角形に張出す高台が付くロクロ土師器の高台付椀で、 10世紀後半から11世紀前半代のものと思われ

る。127はロクロ土師器杯で、小破片からの復元実測である。128は土師質土器の小皿で、 11世紀後半代を中

心した時期のもので、底部内面の中央が段をもって窪んでいる。

全期 ［特色ある陶器］ （第7図）

竪穴住居址の覆土等から出土したもので細かな所属時期を決められなかった土器 ・陶器のうち、宮ケ瀬遺

跡群にとって意義が認められると考えられるものをまとめてみた。129・ 130 ・ 132 ・ 133は須恵器で、 131・ 

134は灰釉陶器椀である。129は宮ケ瀬遺跡群では最も新しい南比企窯の製品で、 V期に並行すると思われる。

130 ・ 132は御殿山窯の製品である。130はG5窯式の杯で、 VI期の86と同じく外面に「六方」と墨雹されて

いる。VI期かvn期に属するものである。131は黒笹14号窯式の椀で、宮ケ瀬遺跡群で出土した最も古い灰釉

陶器である。132は131と同じ住居址で出土した長頸瓶である。133は胴部上半の外面に突帯が付く壺で、四

耳が付く可能性が高い。口唇部の外面の下端が曲線状に崩れた形をしている。軟質の焼成で、生産地は不明。

134は長頸瓶で、 VI期またはvn期のものと思われる。
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まとめ

宮ケ瀬遺跡群では7世紀末から奈良時代の8世紀前半はI・ II期あたるが、わずかな土器が出土している

だけである。奈良時代後半の8世紀第2四半期後半から平安時代初頭の8世紀末にかけては、土器 ・陶器の

出土は全くみられなくなる。しかし、宮ケ瀬遺跡群では皿期から珊期にあたる 9世紀初頭から10世紀後半代

には150年以上の長期間にわたり 、 土器 ・ 陶器がまとま って継続的に出土している。 皿 • W期の9世紀初頭

から中葉にかけては地元の相模の土器だけでなく、武蔵からは土師器杯と甕、須恵器杯 ・椀・蓋等、甲斐から

は土師器杯が搬入され、この時期には宮ケ瀬遺跡群が周辺の各地と関係が深くなったことを示している。V

~ vn期の9世紀後半から10世紀後半には相模からの土師器甕の供給は武蔵の土師器甕と同様に続くが、土師

器杯の供給は減少し、それに反比例するように南多摩窯跡群御殿山窯の製品が多最に搬入されるようになる。

甲斐型の土師器杯と甕は少数ながら一定量の出土がみられ、また、 灰釉陶器は9世紀中葉以降にみられるよ

うになる。V～珊期の宮ケ瀬遺跡群は土器の様相からみる限り相模川下流域との閑係が薄れ、高座郡北部か

ら多摩丘陵西部地域と共通する部分が大きくなっている。10世紀後半から11世紀代の珊期には土器の出土

数は7世紀末から8世紀前半のI・ II期と同様に激減する。

以上みてきたことから 、 奈良 • 平安時代の宮ケ瀬遺跡群おける土器 ・ 陶器の出土最からみた画期は、 ① 7

世紀末から 8世紀にかけて、 ②8世紀第2四半期後半、③9世紀初頭、④10世紀後半に認められよう。①で

は少数の遺物がみられるようになり、②では遺物が全くみられなくなる。③では多くの遺物が出土し、④で

は遺物の出土最が極めて少なくなる。 （河野喜映）

註

1 長谷川 瞑 1990. 3「出土土器の編年と組成の特色」「宮久保遺跡m」神奈川県立埋蔵文化財センター講査報告15
長谷川 厚 1990.12「土器について」 r卒山遺跡mJ神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告18
服部敬史ほか 1981. 5「南多摩窯址群における須恵器椙年再考」「神奈川考古J第12号
服部敬史 1983. l「窯址出土須恵器の紺年と背景 南武蔵の窯址」 r神奈川考古J第14号
服部久美 2000. 3「若干の予察 遺物について」「南多摩窯跡群m」
福田健司 2002.12「土器編年と実年代」「落川 ・一の宮遺跡 m 総括編（第二分冊）J
2 南(Nu2)遺跡 Hl号住居址 （旧）一H2号住居址 （新）

表の屋敷(Nu8)遺跡 H3号竪穴住居（旧）一H4号竪穴住居（新）

3 表の屋敷（応8)遺跡のH3・4号竪穴住居。点（ドッ ト）を用いて出土位置が公表されていなければ、この重複遺構から出土した遺

物群を資料として使用できなかったことになる。

4 資科や挿図版下の作成、出土状況の検討にはプロジェクトの全只の参加・協力を得た。

5 南多摩窯跡詳御殿山窯産の須恵器の編年研究では、編年の後半期に位置付けられていたG5窯式はG5窯式古段階 •G 5 窯式 • G5窯

式新段階の三段階に分けられた（註1 服部ほか 1983. I)。しかし、窯跡群の発掘調査による出土品の再検討で、 G5窯式自体は前

半と後半に分けられるとされている（註1 服部 2000. 3)。消費地で少数のGS窯式の杯・椀を根拠に時期を細分するのは困難なので、

今回の時期区分では煎複遺構の検討や共伴する相模型杯と甲斐型土群などの変遷を利用してG5窯式の須恵器が伴う遺構群を前半と後

半に分けた。

6 G5窯式の須恵器杯と椀が出土したが、 V1期 ・vn期に時期区分できない住居址が宮ケ瀬遺跡詳では4棟ある。
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第4表 宮ヶ瀬遺跡群出土土器 ・陶器属性表

|831 

時期
闊版Na 遺跡名 遺構名 器独 種別 • 産地 住居内の出土位匠

法最(cUJ)
備考 報告書の時期比定

掲載
区分 口径 底径 器高 報告杏

l表の屋敷(No8) 14号住 土師器杯 床而直上 14.0 4.0 7世紀末～8世紀初頭 xm分冊
I 2ナラサス(Na15) 逍構外 土師器杯 12.5 古培時代後期 [1分冊

3表の屋敷(No8) 5号住 土師器甕（長胴甕） 床面直上 18.5 8世紀前半以降 xm分冊
期 4表の屋敷(Na8) 5号住 土師器甕（長胴甕） カマド 8世紀前半以降 xm分冊

5表の屋敷(No8l 5号住 士師器甕（胴張甕） 床而直上 19. 5 8世紀前半以降 xm分冊
6馬場(Na6) 逍溝外 土師器杯 盤状杯 14.2 内外面赤彩 律令期初頭 xm分冊

n 7北原(No9) 遺構外 土師器杯 13.l 8.2 3.3 奈良時代 m分冊
期 8馬場(No6) 遺構外 土師器甕 19.0 律令期初頭 x皿分冊

9北原(Na9) 逍構外 土師器甕（長胴売） 21. 3 8.6 36.0 奈良時代 m分冊
10表の屋敷(No8) 6号住 土Ri1i筈杯 相模型 床面直上 12.2 8.5 3.6 8世紀末～9世紀初頭 X !II分冊

11 馬場(No6) 3号住 土師器杯 相模型 床面直上、壁際 12. 2 8.4 3.7 9世紀前半～中業 v分冊
12 馬場(Na6) 1号住 土師器杯 相模型 カマト・ 10.3 6.0 3.4 9世紀前半 v分冊
13 北原(NalO) 6号住 土師器杯 相模型 床下土坑 12.0 7.6 3.9 9世紀前半 IX分冊

14 馬場(Na3) 6号住 土師器杯 相模型 床而直上、壁際 12. 1 7.5 4.1 灯明!UL 9世紀前半 'i11分冊

15 馬場(Na3) 7号上坑 土師器杯 相模型 覆土中層～下層 11. 9 7.2 3.8 灯明皿、底部裏扱書 「寺」9世紀中頃 V11分冊

16 馬場(Na3) 6号住 土師器杯 相模型 掘り方 II. 7 6.8 3.6 9世紀前半 w分冊
17 馬湯(No6) 3号住 土師器杯 南武蔵型 床面直上 12.6 7.0 3.8 9世紀前半～中葉 v分冊
18 表の屋敷(Na8) JO号住 土師器杯 加’r 12.0 7.4 3. l 灯明皿 9世紀前半～中葉 xm分冊
19 馬楊(Na6) 3号住 土師器杯 北武蔵型 床面直上 14.4 9.9 4.2 9世紀前半～中葉 v分冊

20 北原(Nal0・11北） 2号住 土師器高台付椀 甲斐型
覆土上～中培、カマr掘り

9.8 5.5 4.0 高台内に媛密 「村」 9世紀前半 XV分冊
方

皿
21 北原(Nol0・11北） 2号住 土師膀杯 甲斐型 覆土中層、カマト・ 10.0 6.4 4.1 底部外而に墨杏 「十万」 9世紀前半 XV分冊

22 表の屋敷(No8) 6号住 土師器杯 甲斐型 覆土下層、床面直上 10.6 5.5 4.0 8世紀末～9世紀初頭 xm分冊
期 23 表の屋敷(Na8) 10号住 ±r.ili器杯 内黒土器

カマド、床面直上、
11. 1 6.6 4.2 9世紀前半～中葉 xm分冊

覆土上層

24 北原(NolO) 6号住 須恵特杯 細殿山窯
床面直上、周溝、 13.0 7.4 3.1 9世紀前半 IX分冊
掘り方、毅土下層

25 北原(NalO) 6号住 須恵器杯 御殿山窯 周溝、毅土中層 12.2 6.0 3.6 9世紀前半 IX分冊

26 北原(NolO) 6号住 須恵悟均 御殿山窯 毅土下層 10. 7 6.2 3.5 9世紀前半 IX分冊

27 馬場(No6) 3号仕 須恵器杯 床面直J:.、カマド 12.5 6.0 3.9 9世紀前半～中葉 v分冊
28 北原(Nal0・ 11北） 2号住 須恵器杯 覆土中陪 12.3 6. 7 3.2 9世紀前半 XV分冊

29 北原(NalO) 6号住 須恵器杯 南比企窯
覆土中～下層、掘立、

12.8 5.8 4. l 9世紀前半 IX分冊
遺構外

30 馬場(No6) 3号住 須恵器杯 南比企窯 床面直上、壁際 12.9 6.1 4.0 9世紀前半～中葉 v分冊
31 馬場(Na6) 5号住 須恵器杯 南比企窯 カマド 11. 4 5.8 3.2 9世紀前半 v分冊
32 南(No2) 3号住 須恵器菟 御殿山窯 床而直上 16. 7 9世紀中葉～後半 珊分冊
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時期
図版Na 遺跡名 遺構名 器種 種別・産地 住居内の出土位骰

法批(cm)
備考 報告杏の時期比定

掲載
区分 口径 底径 器高 報告牲

33 北原(NalO) 6号住 須恵器蓋 南比企窯 カマト・ 9世紀前半 灰分lII)-

34 北原(NolO) 6号住 須恵器蓋 南比企窯 覆土上彫、棚覆土 18.2 9世紀前半 IX分f1lj-

35 表の屋敷(No8) 6号住 須恵膀杯 御殿山窯 床而直上 12.5 9.2 l. 9 胴部破損面l"ff_耗・整形 8肱紀末～9世紀初頭 xm分1訃
36 北原(NalO) 6号住 須恵器椀 南比企窯 掘り方、カマr 16.2 7.2 5.9 9世紀前半 IX分冊

37 馬場(Nn3) 6号住 土niii器売（長胴甕） 相模型 カマ｝・ 26.5 5.7 38.5 9世紀前半 V11分冊

38 北原(NalO・ll北） 2号住 土師器甕（長胴売） 相模型 覆土中～下培、カマド 23.4 9世紀前半 XV分冊

39 北原(Nal0・ 11北） 2号住 土nifi器売（長胴甕） 相模型 カマド 23.0 9世紀前半 XV分冊

40 北原(No!O) 6号住 土師器甕（長胴甕） 相模型
掘り方、カマド掘り方、

25.2 9世紀前半 IX分冊
周溝、床下土坑

41 表の屋敷(Na8) 10号住 土師器甕（長胴甕） 相模塑 カマr 19.9 9世紀前半～中業 x皿分冊
III 42 表の屋敷(Na8) 10号住 土師器売（長胴甕） 相模型 床而直J::. 20.6 9世紀前半～中葉 x旧分冊
43 北原(NoJO・ll北） 2号住 土師器甕（胴張甕） 相模型 覆土下培、カマド 32.6 9世紀前半 XV分冊

期 44 馬楊(No6) 3号住 土師器甕（胴張甕） 相校型 カマト・ 22.2 9世紀前半～中葉 v分冊
45 北原(NoIO) 6号住 土師器小形甕 相模型 股土下陪、カマF 10.7 6.1 10.5 9世紀前半 IX分冊

46 北原(NolO) 6号住 土師器甕（長胴甕） 相模型 覆土上層、掘り方、カマト・ 6.8 9世紀前半 IX分flft
47 北原(NolO) 6号住 土師稲甕（胴張売） 相校型 周溝、掘り方 6.0 9世紀前半 IX分冊

48 南(No2) 3号住 土師稲台付売 武蔵製 床而直上 13. 7 4.6 17. 6 脚部欠損後、底而を研磨 9世紀中菜～後半 珊分冊
整形。

49 馬楊(No6) 3号住 土師器小形台付交 武蔵型 床而直上 10.3 7.9 9世紀前半～中業 v分冊

50 北原(NolO) 6号住 土師器小形台付甕 武蔵型
覆土下附、カマド、周溝、

11. 9 9世紀前半 IX分冊
床下土坑

51 北原(NolO) 6号住 土師特売 武蔵型 覆土下層、床而直上 14.0 9世紀前半 IX分冊

52 馬場(Na3) 6号住 土師器台付甕 武蔵型 床面直上、壁際 10.1 脚部欠損部を研磨整形。 9世紀前半 V11分冊

53 馬楊(No3) 1号住 土師器杯 相模製 床面直上 12.5 7.2 3. 7 灯明皿 9世紀中薬～後半 V11分冊

54 馬場(No3) 1号住 土師器杯 相模型 床而直上 12.1 6.8 4.0 9世紀中葉～後半 ＂分冊

55 馬場(No3) 3号住 土fiii器杯 相模型 床面直上 12.3 7.2 4.0 9世紀前半～中葉 ¥Ill分冊

56 馬場(No3) 7号住 土師器杯 相模型 床面直上 11. 6 7.0 3.9 9世紀中栞～後半 ¥il1分冊

57 馬場(Na3) 5号住 土師器杯 相模型 カマト・ 9. I 5. 7 2.8 底部外面に墨野「寺」 9世紀中薬 ¥111分冊

IV 58 馬場(Na3) 1号礎石建物 土師器杯 南武蔵型 床面 9.6 5.6 3.2 灯明Jill 9世紀中葉 V11分冊

59 馬場(No3) 3号住 土師器杯 南武蔵型 カマト・ 12.4 6.8 4.0 9世紀前半～中葉 w分冊
60 表の屋敷(No8) 7号住 土師器杯 甲斐型 撹土、掘り方 10. 2 5.0 3.6 9世紀前半以前 xm分冊

期 61 表の屋敷(No8) 3 ・ 4号住 須恵器杯 御殿山窯 3号住床面直上 10.8 5.8 3.5 9世紀中葉～後半 xm分冊
62 表の屋敷(Na8) 7号住 須恵器杯 御殿山窯 床面直上 I I. 8 6.0 3.8 9世紀前半以前 x皿分冊
63 表の屋敷(No8) 7号住 須恵器杯 御殿山窯 床而直上 11. 3 6.0 3.0 9世紀前半以前 x皿分冊
64 馬場(No3) 3号住 須恵器杯 御殿山窯 床面直上 11. 8 6.3 3.3 9世紀前半～中葉 V11分冊

65 表の屋敷(No8) 7号住 土師器甕（長胴売） 相模裂 覆土下層～床面直上 26.0 6.0 33.0 9世紀前半以前 xm分冊
66 馬場(No3) 5号住 土師器甕（長胴甕） 相校裂 カマ｝・ 24.8 9世紀中葉 V11分冊

湘
畑

・
七
沿
堀
方
幸
冷

7
口
ゞ
ド
、
F
f
_
ト



|851 

N 
67 馬場(Na3) 5号住 土師器甕（長朋甕） 相校型 カマト・ 25.6 9世紀中葉 ¥r11分冊

期 68 表の屋敷(Na8) 3・4号住 土師器甕（長朋甕） 相模型 3号住毅土下層、カマド 24. 2 9世紀中葉～後半 xm分冊
69 馬場(No3) 5号住 土師器甕 相模型 覆土下層 20.0 9世紀中葉 ¥111分fll)-

70 附(No2) 9号住 土師器杯 甲斐型 床面直J: 11. 5 4.8 4.2 9世紀後半 Vl0分冊

71 馬場(Nn3) 4号住 須恵器坪 御殿山窯 床面直上、壁際 11. 7 4.6 3.3 9世紀末～10世紀初頭 V11分冊

72 馬場(No3) 4号住 須恵器坪 御殿山窯 床面直上 11. 8 5.2 3.5 9世紀末～10世紀初頭 V11分冊

73 馬場(No3) 4号住 須恵器杯 御殿山窯 床而直上、壁際 12.5 5.3 3.8 9世紀末～10世紀初頭 ¥111分冊

V 74 馬場(Na3) 4号住 須恵器杯 御殿山窯 床面直上 13. I 5.0 4.2 9世紀末～IO世紀初頭 V11 分 Ill~

75 馬場(No3) 4号住 須恵器杯 御殿山窯 床而直上 15.0 6.5 5.5 9世紀末～10世紀初頭 ¥il1分iII)-
76 大野原(Nol3) ］号住 須恵器杯 御殿山窯 床面直上、壁際 15.0 5.7 5.5 9世紀後半～10世紀前半 XIV分冊

期
77 馬場(Na3) 4号住 土師器甕（長胴甕） 相模型 床面直上 23.8 5.8 32.3 9世紀末～10世紀初頭 V11分冊

78 南(No2) 9号住 土師器売（長胴甕） 相模型 掘り方 22.4 9世紀後半 圃分冊

79 馬場(No3) 4号住 土師器炎（長胴甕） 相模型 床面直上、壁際 24. 6 9世紀末～10世紀初頭 ¥l0分冊

80 南(Na2) 9号住 土師器甕（長胴甕） 相模型 カマト・ 5.6 9世紀後半 珊分冊

81 馬場(No3) 4号住 土師器炎 武蔵型 床面直上 13.6 9世紀末～10世紀初頭 1'11分冊

82 馬楊(No3) 4号住 土師稲台付甕 武蔵型 床面直上 9.5 9世紀末～ 1 0 •III•紀初頭 V11分冊

83 表の足敷(No8) 9号住 土師器杯 相模型 覆土下層 13.0 7. l 3.8 9世紀後半 xm分冊
84 北原(NalO) 1号住 土師器杯 相模型 毅土下培 12.7 6.8 5.0 10世紀前半 IX分冊
85 表の屋敷(No8) 9号住 土師器杯 甲斐型 毅土下培 11. l 9世紀後半 xm分冊
86 北原(No!O) 1号住 須恵器杯 御殿山窯 覆土下陪 12.4 5.4 3.9 体部外而に嘉柑 「六万」 10世紀前半 IX分冊
87 北原(NalO) 1号住 須忠器杯 御殿山慾 毅土 13.2 5.4 3.8 10世紀前半 IX分il}
88 南(Na2) 4号住 須恵器杯 御殿山窯 毅土下陪 13.0 5.4 3.6 9世紀末～10世紀前半 圃分冊

89 南(Na2) 4号住 須恵岱杯 御殿山窯 床面直上 14. 0 5.4 3.6 杓面に力砂松分付治。 9世紀末～JO世紀前半 珊分冊

90 南(Na2) 4号住 須恵器杯 御殿山窯 床面直上 14. 2 4.8 4.9 9世紀末～10世紀前半 VIIl分冊
91 南(No2) 4号住 須恵器高台付椀 御殿山窯 周溝 19.2 8.0 7.2 9世紀末～10世紀前半 暉分冊

VI 92 南(Na2) 1号住 須忠器高台付JllL 御殿山窯 毅土槌際 12.9 6.5 3.4 内而に墨許 「人」 JO世紀前半～中菜 珊分冊

93 表の屋敷(No8) 9号住 須恵器蓋 御殿山窯 カマト・ 16. I 6.4 4.2 9世紀後半 xm分冊
期 94 南(No2) 4号住 土tli特甕（長胴甕） 相模型 床面直上 28.0 9世紀末～10世紀前半 VIIl分冊

95 北原(Na!O) 1号住 土師膀売（長胴炎） 相模型 カマト・ 23.0 10世紀前半 IX分冊
96 南(No2) 1号住 土師器甕（長胴甕） 相模型 床面直上 22.5 10世紀前半～中築 V111分冊

97 南(No2) 4号住 土師器売（長胴甕） 相模型 床面直上 5.8 9世紀末～10世紀前半 珊分冊

98 表の屋敷(No8) 9号住 土師器小形甕 相模型 床面直上、周溝 12.7 9世紀後半 x皿分冊
99 南(No2) 1号住 土師器甕 武蔵型 床面直上 17.0 10世紀前半～中業 VID分冊

100 南(Na2) 4号住 土師器甕 武蔵型 覆土、カマド 13.0 9世紀末～10世紀前半 珊分冊

101 北原(NolO) 1号住 土師器甕 類武蔵裂 カマr崩落土 21. 0 10世紀前半 IX分冊

102 北原(NalO) 1号住 土師器台付甕 類武蔵型 覆土下層 9. 1 10世紀前半 IX分冊
103 表の屋敷(Na8) 9号住 土師器甕 甲斐型 殴土下培 24.8 9世紀後半 xm分冊

V11期
104 表の屋敷(Na8) 13号住 土師器杯 相模型 床面直上 12.2 5.8 3.8 IO世紀前半 xm分冊
105 北原(Na9) 2号住 土師器杯 相模型 旧カマr 11. 8 5.0 3.9 9世紀後半 m分冊
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時期
図版NQ 逍跡名 迅構名 器種 種別・産地 住居内の出土位1g 法批(cm)

備考 報告也の時期比定
掲載

区分 口径 底径 器高 報告杏

106 表の屋敷(No8} 13号住 土師器filL 相模型 床面直上 12.8 10世紀前半 xm分冊
107 表の屋敷(No8) 3・4号住 土師器坪 甲斐型 4号住居床面直上、覆土 14. 5 4.0 4.8 9世紀中葉～後半 xm分冊
108 南(Na2) 2号住 土師器杯 甲斐型 掘り方 13.8 9世紀後半 珊分冊

109 表の屋敷(Na8) 13号住 須恵器杯 御殿山窯 床而直上 11. 2 4.8 3.2 10世紀前半 x皿分冊
110 ナラサス(Nal5) 1号住 須恵器杯 御殿山窯 床面直上 12.8 3.7 10世紀前半 II分冊
Ill 表の屋敷(No8) 3・4号住 須恵器坪 御殿山窯 4号住床面直上 13.5 4.8 3.8 9世紀中葉～後半 xm分冊
112 ナラサス(Nal5) 1号住 須恵器杯 御殿山窯 床面直上 14. 2 4.9 10世紀前半 11分冊
l l3 北原(NolO) 5号住 灰釉陶器碗 炉址横槻乱 14.4 6.6 5. l 黒笹90号窯式 10世紀前半 IX分冊
114 ナラサス(Nal5) 1号住 灰釉陶器椀 床面直上 17.4 4.9 折戸53号窯式 10世紀前半 II分冊

VII 115 ナフサス(Nal5) 1号住 土師器甕（長胴甕） 相模型 床面 30.0 10世紀前半 1]分冊

期 116 表の屋敷(Na8) 3・4号住 土師器甕（長胴甕） 相模型 4号住カマド 24. l 9批紀中菜～後半 XIII分冊

117 表の屋敷(No8) 3・4号住 土師器売（胴張甕） 相模型 4号住カマド 6.5 9世紀中葉～後半 xm分冊
118 表の屋敷(No8) 13号住 土師器売（長胴甕） 相模型 床而直上 6.0 l0世紀前半 x皿分冊
119 北原(No9) 2号住 土師器甕 武蔵型 覆土 13. 1 9世紀後半 m分冊
120 北原(NalO) 5号住 土師器台付甕 武蔵型 掘り方 12.0 10世紀前半 IX分冊
121 表の屋敷(No8) 3・4号住 土師器甕（長胴克） 武蔵型 4号住カマF 9世紀中菜～後半 XIII分冊
122 南(No2) 2号住 土師器甕 甲斐型 床面直上 17.8 9世紀後半 VIB分冊

123 表の屋敷(No8) 3・4号住 土師器甕 甲斐型 4号住覆土上層～下層 8.8 9世紀中葉～後半 xm分冊
124 ナラサス(Nol5) 1号住 須思器長頸瓶 御殿山窯 床面直上 10.4 10世紀前半 II分冊
125 ナラサス(Nol5) 1号住 須恵器甕 御殿山窯 床面直上 10世紀前半 l1分冊

珊
126 ナラサス北(No!S北） 1号住 ロクロ土師器蒻台付杯 床面直上 15.6 9.3 6.0 11世紀前半 n分冊

期
127 表の屋敷(Na8) 12号住 ロクロ土師器杯 床面直上 13.4 10世紀前半以前 x旧分冊
128 北原(NolO・11北） 1号住 土師器杯 掘り方 8.7 5.2 2.3 11世紀前半 XV分冊

129 馬場(No6) 6号住 須恵器杯 御殿山窯 毅土 13.0 6.2 3.8 10世紀前半以前 V分冊

130 北原(NoIO) 7号住 須思器杯 御殿山窯 覆土 12.6 5.0 3.8 体部外面に墨柑「六方」 10世紀前半 IX分冊
全 131 北原(NoIO) 2号住 灰釉陶器椀 覆土中層、掘り方 12.6 5.4 4.5 黒笹14号窯式 10世紀前半 IX分冊

期 132 北原(NalO) 7号住 須恵器長類瓶 御殿山窯 毅土 10世紀前半 IX分冊
133 北原(NoIO) 2号住 須恵器突帯付壺 覆土上層、周溝 22.2 胴部の実測図は天地逆 JO世紀前半 IX分冊
134 北原(NaJO) 2号住 灰釉陶器長頸瓶 覆土 9.3 10世紀前半 IX分冊
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［注） 1 「的期区分」および「図版氏」襴11、第3-7図に対応する。
2 「法量」 は実値推定侑の区別はせず、 「器高J禰には口緑部～底郁まで遺存している場合のみ明記している。
3 「住居内の出土1立tl't」は基本的に報告書に拠っているが、報文で記載されていないものは出土分布OOから餃み取って判断している。
4 「狐告書の時期比定」は、竪穴住居の所産（あるいは廃絶）峙期を示しており、必ずしも個々の遺物の生産年代とは一致するものではない。
5 「掲蔽穀告書」欄の分冊は、下記の通りである。

上田 薫他1991.I I f宮ヶ瀬遺跡群n」神奈川県立埋蔵文化財七ンター調査報告21
市／II正史他1993.2「宮ヶ瀬遺跡群m」神奈川県立埋蔵文化財センター潤査報告21
近野正幸他1905.3「宮ヶ瀬遺跡群V」かながわ考古学財団調査報告4
宮水樹之 1996.3「宮ヶ瀬遺跡群＼1」かながわ考古学財団躙査報告9
近野正幸他1996.3「宮ヶ瀬遺跡群＼1」かながわ考古学財団閃査籟告］0

市川正史他1997.l「宮ヶ瀬遺跡群(X」かながわ考古学財団調査栂告15
近野正幸他1997.3「宮ヶ瀬遺跡群x田」かながわ考古学財団調査籟告19
鈴木次郎他1998.3「a・ヶ瀬遺跡群xlV」かながわ考古学財団調査穀告40
市川正史他1998.J「宮ヶ瀬遺跡群XV」かながわ考古学財団調査報告41




